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1. 研究の概要	
1.1	 研究背景および目的	

	 現在、ネパール・カトマンズ盆地のバクタプルでは、急

速な震災復興によって伝統的な町家が次々と建替えられて

いる。この状況の中で、歴史的まちなみ景観継承のための

制度的枠組みの構築や伝統的技術の再評価など、多方面か

らの努力が続けられている。本稿では特に、度重なる大地

震や政治的経済的環境など物理的／社会的変化の影響を大

きく受け、幾度も修復や更新を経てきた町家の外観意匠に

着目する。バクタプルは世界文化遺産に登録されているネ

パール三大王朝都市のひとつで、ネワール民族特有の古い

まちなみを残した都市である。1934年、1989年、2015年
と、この100年間に巨大地震に3度も襲われ、その都度多
くの建築物が修復や更新を受けてきた。歴史的まちなみ景

観の変容、特に町家の外観意匠の変容に関しては、他民族

支配による建築様式の変化や海外文化の流入による価値観

の変化、経済危機の影響によって意匠の簡素化の傾向が顕

著となり、建築意匠に関わる伝統は衰退しつつあった。し

かし、甚大な被害を被った2015年のネパール・ゴルカ地震
後の急速な町家の建替えにおいて、窓やコーニスの意匠を

中心に擬似伝統意匠ともいえる新たな意匠の流行が見受け

られる。それに加えて、外観意匠の変化に大きく関係する

事柄として、町家の垂直方向の分割について述べておく必

要がある。この地域では伝統的相続方法として、家屋が分

割されるが、その分割では各階に割り当てられた機能(1)を

維持するために垂直方向に行われることが多い。この分割

は必然的に外観意匠に大きく影響をあたえる。分割後に一

方が建替えられることにより外観意匠の伝統的構成原理と

される各階開口部配置の対称性(2)は崩れ、階高の違うちぐ

はぐなまちなみ景観が形成されてきた。	

	 ネパールの歴史都市においては、日本の修景基準の性格

を含むものとして、「Building By-law」が設けられており、
これは各市に独自の権限を持たせた法的拘束力のある規則

である。バクタプルでは、世界遺産モニュメントゾーン（世

界遺産コアエリアおよびバッファゾーン、以下「MZ」と
表記する）と旧市街地ゾーンの２エリアに分けてそれぞれ

異なる規制が設けられている。バクタプルの Building 
By-lawは 2003年のカトマンズ盆地の危機遺産リスト登載
を受けて2004年2月に第一版が発行された。世界遺産MZ
範囲の修正に伴って同年10月および2011年７月に改正さ
れている 1)。現行のものは2015年の震災を受けて改正され
た第四版であり、震災の影響を受けて、壁面後退（道路幅

の確保）／建物の高さ／構造（RCCの義務化）の3項目が
強化された。この現行のBuilding By-lawの中で、外観意匠
に関わる項目をまとめたものが表1である。修景基準とし
ての役割があるにも関わらず、高さや幅などの定量的規制

が中心で、具体的な意匠に関しては庇や伝統的な木製窓の

設置義務などが記載されているが、その具体的な意匠の内

容に関する規制はなく、コーニス、方杖なども推奨するに

とどまっている。また、伝統的に行われてきた垂直方向で

の分割についての規制は最低間口幅の条を含め存在しない。 

	 このBuilding By-lawを作成するにあたり、とくに参考に
されたものとしてHeritage Homeowner’s Preservation Manual
がある。本マニュアルは遺産保全活動を通した地元コミュ

ニティーの強化を目指した ”Integrated Community 
Development and Cultural Heritage Site Preservation in Asia and 
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the Pacific through Local Effort” 計画(LEAP)の中で作成され、
2006 年に UNESCO Kathmandu と UNESCO Bangkok に
より発行された。特に家主に対し、適切な保全活動に

よる歴史的建造物の維持方法を指導することで地域の

遺産保護能力を向上させることを意図したものである。た

だし法的拘束力は持たない。このマニュアルの中では、垂

直方向での分割に対して構造的な危険性を指摘しており、

代替案として水平方向での分割を提案している。意匠の観

点からは、建替えに伴う階高の上昇がまちなみ景観に悪影

響を与えるとして、垂直分割の後に一方が建替わった町家

の写真を紹介している 2)。さらにバクタプルで初めて体型

的に行われたまちなみ保存事業として、ドイツ政府主導で

遂行されたBhaktapur Development Project（1974−1991）があ
る。ここにおいても、垂直分割が与える意匠への影響につ

いては語られず、構造的な危険性のみが指摘されていた 3)。 
	 この地域の町家の外観意匠に関する研究はKorn(1976)を
はじめ多数存在し 4)、垂直分割の詳細な報告として、東京

文化財研究所によるコカナ(Khokana)の調査 5)があり、内部

空間との関係性を詳述している(3)。また、分割による間口

の狭小化は、当然ながら居住空間が一方向に圧縮された平

面となったり、階段位置がとれなくなったりといった問題

が生じる。震災復興にあたって、実際の調査からその問題

点を指摘したPantら(2016)の報告もある。その報告からは
街区によっては平均間口が 2.4m になっているところもあ

る６）。筆者らは町家の外観意匠を決定する上でこの垂直分

割が大きな制約を与えると考え、垂直分割を経た町家の外

観意匠の変化を追った。	

	 バクタプルでは居住空間の創造方法として、家屋の分割

と新たな土地への新築の二通りが考えられることから、本

研究では、分割を経て更新された町家の外観意匠と、空地
(4)（図1−2）に新築された町家の外観意匠の双方の特徴を分
析することで、垂直分割が外観意匠に与えた影響を明らか

にすることを目的とする。また、垂直分割を経て変化した

外観意匠とまちなみが充填されていく過程の考察から今後

の都市計画的課題について検討するものである。	

1.2	 調査の対象と方法	

	 筆者らは2016年から2018年までの3カ年にわたり毎年
一度バクタプル旧市街地を中心として町家の外観意匠の変 
化に関する調査を実施した。本稿では旧市街地の中でも古

くから町家が立ち並ぶエリアと、近年まで空地が広がって

いたエリアが近接する地区において、図1−1に示した5本
の通りに面する町家176軒を調査対象とした。３本の南北
通りを便宜上それぞれ西からSteet1、Street2、Street3と呼び、
また各 Street を結ぶ２本の東西通りを西から Street1.5、
Street2.5とした。 
	 調査の内容は、町家の分割と新築・増改築に関するヒア

リングである。調査対象町家の家主または近隣住民へのヒ

アリングによって、町家の分割、増改築による外観意匠の

  

  図１−1 調査対象地区                                         図１−2  1985 年調査対象地区敷地調査図 ※白色部：空地 
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表1 Building By-law（一部抜粋）—文献 3)より 
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変容および市街の拡大の過程を追った。分割が行われた場

合には誰とどのように行ったかについても聞き取った。こ

の地区のヒアリング調査は2017年9月と2018年9月の計
2回実施した。2回の調査の回答率は表2の通りである。 
さらに、外観意匠については連続写真によって現状を記

録し、ヒアリングや過去の調査時の写真に基づいて従前建

物の外観意匠を明らかにし、分割伴う変化を検討した。	

	

2．まちなみ景観の変容	

2.1バクタプルの町家の伝統的外観意匠の変容	

	 バクタプルの伝統意匠というと、後期マッラ時代（1482
〜1768 年）に盛んに用いられた様式を指すことが多い。2
階の正方形エ型枠開口部と3階の出窓を中心とした左右対
称形の外観を大きな特徴とする。続く異民族王朝であるシ

ャハ時代（1768〜1846年）には、2、3階の格子窓を中心と
した左右対称形を特徴とするのは同様だが、2 階の窓が縦
長になり、装飾も少なくなる。続くラナ時代（1846〜1951
年）は、インドの英国植民地時代に相当し、独立と自治を

維持したネパールにおいてもさかんに西洋様式が流入した。

この影響を受けて漆喰、付柱、ペディメント、陸屋根など
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表2 ヒアリング項目と回答率 

図3 分割／建替え／増改築等の年代別件数      
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図2 垂直分割と町家の外観意匠の変容ーStreet2 より ※B1934は 1934 年震災以前、A2015は 2015 年震災以降を指す。以降図表中も同じ。 
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が町家の意匠として盛んに取り入れられるようになった(5)。

特に伝統意匠を特徴づけてきた格子窓は採光率のよい大き

くシンプルな窓に取って代わられるようになり、木彫三連

窓を中心とした左右対称性は強調されなくなった 7)。	

2.2	 1934年地震以降の町家の外観意匠の変容	

先述の調査から、1934年のネパール・ビハール地震以前
を大きな括りとして、以降10年単位をスパンとした垂直分
割と外観意匠の変容を整理した。外観に現れない内部分割、

外観に現れる分割、増改築、建替えといった変化を図化し

たものが図2である。全176軒中、138軒（78.4%）で1934
年地震以前から現在までの変容が明らかとなり、分割前の

一軒単位まで遡ることができた。実線は建物境界を、破線

は外観に現れない内部分割を示している。この表から、ⅰ

分割に伴う木彫三連窓の消失／木彫三連窓の位置の変化、

ⅱ分割後の増築・建替えによる対称性の消失／空地に新築

された町家の対称性の無視、ⅲ建替えや新築された町家と

の階高の不一致、の3点が主な特徴と指摘できる。 

	 また図2から、項目（分割、建替え、増改築等）ごとに
年代別に整理したのが図3 である。この結果から以下の 4
点を指摘することができる。	

⑴	図3の①から、家屋の内部での分割は1934年震災以前
からすでに多く進められていたことがわかる。ただ、表 4
からもわかる通り、分割を経た建替え時に分割が外観意匠

に影響する。図3の①と②の時期を比較すると、分割後に
建替えが行われるまで時間差があることが指摘される。さ

らに図 3の②より、1980年代以降、特に 2015年震災以降
に建替えが多く進められていることから、過去の時点の分

割がそれらの時期に多く表出されるようになったと言える。	

⑵	図3の①③④から、1970年代から80年代にかけて分割、
増改築および空き地への新築が急増していることがわかる。

居住スペースの需要が急速に高まったことが予測される。

⑶	図 3 の③④から、増改築よりも、空地への新築の方が
10〜20 年ほど早く進んでいることがわかる。1970 年代〜
2000年代急速に第一に空地への新築、第二に増改築という

表3 垂直分割後の建替えに見られる意匠 

 
表4 垂直分割後の建替えに見られる窓意匠タイプ 
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順位で縦横に居住空間が充填され、図1−2に見られる空地
への建詰まりとまちなみの高層化が生じたと考えられる。	

⑷	図3の⑤より、階高の高い町家の軒数は1970年代以降
徐々に増加し、2015 年震災以降に急増しているとわかる。
先述のHome owner’s manualなどで異質なものとして階高
の高い町家によるまちなみ景観の統一性の阻害が指摘され

ているが、2015年地震からの復興に伴う建替え時には階高
の高い町家が主流となってまちなみを形成しつつある。	

	 以上⑴〜⑷から 1934 年震災前から伝統的に行われてき
た内部分割が外観意匠に影響を与えるのは分割以降の建替

え時であり、1980年代以降、特に 2015年震災以降顕著化
したと言える。また1970年代から2000年代には居住スペ
ースの需要の増加に伴って増築や空き地への新築が盛んに

行われ、現在見られる建詰まったまちなみが形成されたと

いう流れも掴めた。 
	 先述のⅰ〜ⅲについて以下で分割と外観意匠の観点から 
詳しく分析する。 
	

3.	垂直分割と外観意匠の関係	

3.1	 分割後に更新された外観意匠の特徴 
	 分割後に建替えられた町家の外観意匠を年代別に整理し

たのが表3である。どの年代にもほぼ共通する特徴として
開口部数が偶数であることが指摘できる。窓種類、個数お

よび木彫窓の配置がⅰおよびⅱに関係していると考えられ

ることから、その観点で垂直分割後に建替えられた町家を

タイプ分けしたものが表4であり、以下の3点が言える。	
・種類：狭小三連窓の設置が特徴的である。分割されてい

ない町家ではこの窓の設置は見られない。また、三連窓と

単窓を組み合わせた左右非対称の窓設置も特徴的である。 
個数：偶数個の窓の設置が特徴的である。1個または単窓3
個のタイプについては分割の有無にかかわらず 1934 年震
災以前から存在するが、偶数個のタイプについては分割さ

れていない町家では見られない。 
・木彫窓の配置：分割線上にある木彫窓の移設が特徴的で

ある。建替えに伴い、移設して保全を図っている。一方で、

建替えに伴って偶数個の木彫窓を新設しているものもある。

（ただし、建替えに伴い木彫窓を廃棄したものも少なくな

いことがヒアリングからわかっている。また、従前建物に

はなかった木彫窓を新設しているタイプについては分割の

有無に関係なく見受けられる。） 
	 偶数個窓となった時点で三連窓を中心とした左右対称性

は消失するが、狭小三連窓、移設した木彫三連窓を用いて

いる場合でもその多くで対称性は保たれていなかった。 
3.2	 空地への新築に見られる外観意匠の特徴	

	 次に 1934 年地震以前は空地であった場所へ新築された
町家の外観意匠について考察する。ヒアリング調査により、

空地へ新築された当初の意匠が判明している全 16 軒のう
ち12軒で各階偶数個の窓が設置されていた。１軒のみ三連
窓を中心とした対称性が確認されたが、それ以外では奇数

個の単窓が各階に同様に配置された意匠が用いられていた。

さらに、木彫窓が用いられた町家は存在しなかった。	

	 また、4 個窓が設置されているものに関しては、調査物
件全てにおいてその中心で内部分割されていたことから、

次世代の相続に伴う分割を意識して設置した可能性が高い。

（一部ヒアリングよりその旨の回答を得られている）	

空地への新築物件においては、偶数個の窓の採用、建設当

初から木彫窓の未設置といった特徴が見られる。	

3.3	 垂直分割が外観意匠に与えた影響		

	 3.1、3.2の分析の結果から以下の傾向が指摘できる。ま

ず3.1から・窓の種類および組み合わせとして狭小間口に

合わせた実用的なものを採用する傾向。・偶数個の窓を設置

する傾向。・分割線に合わせて木彫三連窓を移設／配置する

傾向。次に3.2から、将来的な分割を考慮して新築当初か

ら偶数個の窓を採用し分割を容易にする傾向が読み取れる。	

	 以上より、分割後の更新を受けていない町家においても

分割という概念が意匠に影響を与えていると言えることか

ら、分割、建替えというプロセスが慣習化し、伝統的構成

原理である対称性の維持よりも、生活に即した居住空間の

取得のために窓数の偶数化が恒常化してきたと指摘できる

（内部空間を広く取ろうとすれば階段位置の関係等から偶

数個の窓設置が合理的である(6)）。冒頭で述べた、近年窓や

コーニスの意匠に擬似伝統意匠が多く用いられている現状

も鑑みると、垂直分割が意匠に与えた影響として、外観意

匠の伝統性の象徴が、対称性という構成原理から外観意匠

要素の意匠の伝統性へ変化したことが推測できる。	

3.4	 2015年震災以降の建替えに見られる外観意匠の特徴 
	 分割後の建替え件数の最も多い、2015年地震以降に建設
された町家の窓意匠タイプに着目すると、以下の表5のと
おり8タイプに分類できた。 
	 ①、②は開口部数が各階 1つのタイプである。1階部分
に中庭等への通路を持つ町家を代表として分割されていな

い町家でも見られる。	

	 ③は狭小型の三連窓を偶数個設置したタイプである。限

られた間口に最大限の大きさの窓で採光し、内部空間を効

率よく二分割する。	

	 ④は三連窓と単窓を組み合わせた左右非対称のタイプで

表5  2015 年震災以降に見られる窓意匠タイプ 
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ある。居室部分をより広く取ろうとした結果、階段室の開

口部と居室の開口部の大きさが異なるため生じている。	

	 ⑤は従前建物にはなかった木彫窓を新設しているタイプ

である。対称性を無視した配置が目立つ。	

	 ⑥は分割後の建替えに伴い木彫窓が移設されたタイプで

ある。木彫窓自体の保存にはなるが、従前建物の対称性の

中心をわからなくさせている。	

	 ⑦は分割と建替えを経ても従前建物の中心部に同位置に

木彫窓が残されたタイプである。分割と建替えにり間口が

狭小化しても、従前建物の一軒の範囲や意匠を推測させる。	

	 ⑧は奇数の単窓を各階同様に配置したタイプである。ラ

ナ朝に入り木彫窓がシンプルな意匠の窓に取って代わられ

た時代以降どの年代にも見られる。Building By-lawにも合
致した、ラナ朝時代以降の基本形といえる。	

	 以上のタイプについて次のことが言える。③、④は分割

と建替えを経た町家において実用性を優先させた結果、対

称性という伝統的な構成原理から逸脱して生じたものと言

える。また⑤、⑥については、構成原理の継承は考慮され

ず、木彫三連窓という伝統意匠要素の保存/継承のみが注目

されて生じたものと言える。⑦、⑧は2015年震災以降に建
設された町家タイプの中でかろうじて構成原理に則った、

もしくは想起させるものといえる。	

	

4.			まとめ	

	 以上の調査結果より、垂直分割が外観意匠に与える影響

として、伝統的外観意匠の構成原理である対称性の消失が

挙げられる。既に内部分割が進み、震災が建替えの契機と

なった2015年以降、構成原理から逸脱した町家が急増した。
また、木彫窓やコーニス、方杖といった伝統的意匠要素の

取り入れは2015震災年以降急速に増加している(８)。3.4の
⑦⑧のように伝統的構成原理に従った外観意匠をもつ町家

も建設されており、一概に外観意匠の伝統性の指標が、対

称性から伝統的意匠要素へ変化しているとは言い切れず、

伝統性に関しては今後の動向を見守る必要がある。	

	 以上の結論を受け、伝統意匠要素の増加と構成原理の消

失という2つの流れがあるなかで、世界文化遺産都市とし
ての今後の都市計画的課題について以下のように考察する。	

	 細部意匠要素の伝統性のみを注視した町家に対しては

Building By-lawの意匠項目を具体化することによる規制が
有効であると考える。また、構成原理から逸脱した町家に

対しては、木彫三連窓を中心に据えた外観意匠によってま

ちなみが形成されていた時代には、細部意匠の伝統性およ

び構成原理の両方が保持されていたことから、その時代の

一軒単位をユニットとして現在見られる意匠を検討する必

要性があると考える。	
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注釈	

(1)ネワールの民家では、伝統的に1階部分は納屋、2階は寝室、3
階（最上階）は居間、台所と階層ごとに異なる住居機能を持つ。

上層階に行くほど神聖な場所とされ、最上階に木彫三連窓を付す

ことにより外観にもその特別性を表していた。 
(2)参考文献4)において、Kornは生活様式に対応した各階意匠の個
別性と開口部配置の左右対称性を伝統的ネワール民家の構成原理

として指摘している。ここで言う対称性とは木彫三連窓や３階部

の窓を中心とした開口部配置の左右対称性である。 
(3) 山田大樹・古川尚彬「2.6町並み変容調査～Nyala Dan通り沿
いにおけるケーススタディ」参考文献5）pp. 32-59 
(4)現地名で「キバ」と呼ばれる畑地を指す。調査地区内の特に B
地区Street3は1970年代まで大半がキバであったことも分かった。 
(5)参考文献 4)にて以下の図とともに述べられており、現在のネワ
ール民家の外観意匠の変化の通説とされている。参考文献4), p.35 

	 	 	 	  
 (6) 参考文献6) , p.120 
 (7), (8) 参考文献8) , 図2 
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